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情報共有
北九州市「考える会」第⼆回

令和４年７月１日
第２回北九州市公立夜間中学校を考える会議

資料１



（１）⽂部科学省からの依頼

夜間中学の設置・充実に向けた取組の
一層の推進について（依頼）令和4年6月1日

令和2年国勢調査結果 令和4年5月27日公表 （人）

※１︓⼩学校にも中学校にも在学したことのない人
※２︓⼩学校のみ卒業した人

未就学者※１ 最終卒業が小学校※２

全国 94,455 804,293
福岡県 4,455 23,951
北九州市 1,131 4,547

１



（１）⽂部科学省からの依頼

国による支援策
・教職員の人件費
・施設整備費
・その他支援

設置促進 ⇒教育活動充実
指導体制の充実 ⇒ＳＣ、ＳＳＷの配置
連携強化 ⇒日本語教育
ＩＣＴ ⇒多言語翻訳システム
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（１）⽂部科学省からの依頼

ニーズの把握
令和２年国勢調査結果（未就学、⼩学校のみ卒業者）に

加え、不登校等により⼗分に学べなかった⽅も入学できる
⇒多くのニーズ
連携する自治体で共同調査するなど、夜間中学の存在を

周知し、ニーズの掘り起こしが必要
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（２）「北九州市に夜間中学をつくる会」の活動

「夜間中学憲章」〜平成15年4月
・学べなかった人たちの学習権を保障する
とともに、新たな学びの場をつくる

・意欲ある人は、いつでも誰でも入学可
・本人の希望により９年間学べる
・充実した義務教育が全うされ、夜間中学が
必要でなくなる日が来ることを願う
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こんな「夜間中学」を（三次案）〜平成21年2月
・小倉と八幡に2校 ・19時〜 50分 2コマ
・1クラス10人 ・15歳以上
・教室は専用教室 ・修業年限は定めない
・特別教室は昼間部共⽤・就学援助制度
・運動場に夜間照明 ・費⽤は公費負担
・バリアフリー対応 ・10年間で終了

（２）「北九州市に夜間中学をつくる会」の活動
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こんな「夜間中学」を（三次案）〜令和４年度の状況
・小倉と八幡に2校 ・19時〜 50分 2コマ
・1クラス10人 ・15歳以上
・教室は専用教室 ・修業年限は定めない
・特別教室は昼間部共⽤・就学援助制度
・運動場に夜間照明 ・費⽤は（概ね）公費負担
・バリアフリー対応 ・10年間で終了

（２）「北九州市に夜間中学をつくる会」の活動
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